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新年度が始まりひと月が経ち，緑鮮やかな季節となり

ました。

本号では 4 編の原著を掲載しています。1 編目は沖縄

県農村地域の自立高齢者において，主観的幸福感が 3 年

後の生存を予測したこと，4 編目は東京都の民生委員の

活動継続意欲が，やりがい等の心理社会的恩恵や，役割

の曖昧さの軽減により高まることを報告しています。超

高齢社会となり，高齢者を含む住民が地域で心身ともに

健やかに過ごせる社会の構築が望まれています。この 2
編は，高齢者にとっても，地域を支える民生委員にとっ

ても，心の健康度や充足感が，生活や地域活動の原動力

となることを示唆する内容であり，健康長寿社会を構築

する上での重要な手掛かりを示す意義のある論文と言え

ます。

2 編目は北海道の二次医療圏を単位とし，死亡率，栄

養摂取状況の地域差に関する検討を行っています。既存

の道民調査データを活用することで，地域の健康格差を

縮小させる要因に迫っています。広大な面積をもつ北海

道の21二次医療圏それぞれで，国民健康・栄養調査と同

様の方法により栄養調査が実施されたことからすると，

公衆衛生に対する多くの人の理解と協力により得られた

貴重なデータであると考えられます。

3 編目の本人通知制度の実態と住民票を用いた予後調

査への影響を検討した論文では，コホート研究における

研究対象者の生存・死亡に関する手続きの現状が分かり

やすく記述されています。これらの手続きが自治体によ

り異なる場合があることを，研究者も経験的には知って

いても，他の自治体での対応を知る機会は少ないと思わ

れます。全国1741地区の市町村での集計結果から学ぶこ

とは多く，非常に参考になります。

4 編それぞれの研究の着眼点は異なりますが，日本の

公衆衛生が行政や地域住民により支えられていることを

感じさせる内容であり，どれも読みごたえがある論文で

す。

皆様のご投稿をお待ちしています。 （大塚 礼）


